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　６月５日から５日間、平成29年度に入省した国

家公務員の若手官僚が関川村を訪れました。

　これは「初任行政研修」の一環で、地方自治体

の実情を学んでもらおうと、村が受け入れている

もので、今年で10年目を迎えました。

　訪れたのは、文科省、厚労省、法務省に採用さ

れた３人の研修生。研修期間中は羽越水害の状況

や村の観光業務などを体験しました。

　６月８日は、児童たちの職業観を育て、夢を持

ってもらおうと関川小６年生を対象にした特別授

業に参加。授業では「法律を作って人を救う仕事

をしたいと思った。自分の可能性をつぶさないよ

うに、何かやりたいことが見つかった時に後悔し

ないように勉強することは大切」と子どもたちに

アドバイスを送りました。

　桂澤睦貴さん（６年・田麦千刈）は「国家公務

員にもいろいろな内容の仕事があることが分かっ

た。」と感想を話していました。

　６月17日、せきかわ笑楽会（川又政男会長・

鮖谷）が、17回目となる歌とおどりの祭典を開

催しました。会場となった村民会館大ホールは、

大勢の観客であふれ、立ち見が出るほどの大盛

況となりました。

　村内外から集まった107組の出演者が、歌や

踊りを披露し、会場からたくさんの拍手が送ら

れていました。

　また、特別ゲストとして、サウンドフィルド

所属の三沢浩二さん（新発田市出身）が登場し

２曲を披露すると、会場はプロの熱唱に釘付け

となりました。

　せきかわ笑楽会会長で総合司会を務めた川又

会長は、「年々、出演者が増えて盛り上がりを見

せている。今年も幅広い年代が出演してくれて、

みなさんに楽しんでもらえた」と盛会を喜んで

いました。
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﹁
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﹂
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。
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迎
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。
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︵
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﹂
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〜 笑楽会と地元の皆さんが出演 〜

若手官僚が小学校でキャリア教育

の
ぞ
む
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催
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０
０
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友
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︵
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ぶ
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。
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﹂
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。
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　６月14日、喫煙マナーの向上を図ろうと、たば

この小売店などでつくる新潟県たばこ販売協同組

合関川地区（佐藤ヒサエ代表：下関）が、下関地

内や道の駅周辺で清掃活動を行いました。組合員

である村内小売店の社員と村上市荒川地区から応

援にかけつけた組合員の12人で路上に捨てられた

吸い殻などのゴミを拾い集めました。

　この活動は、上部団体の全国たばこ販売協同組

合連合会が定めた「全国統一美化運動」で、毎年

行っている社会貢献活動の一つです。

　参加者が越後下関駅前の通り、ゆ〜む周辺など

を歩き、たばこの吸い殻や空き缶などを火ばさみ

で回収してまわりました。

　参加者の佐藤代表は、「たばこのポイ捨てなど

によるごみは目立たなくなってはいるが、ゼロに

なるよう喫煙マナーを守ってもらいたい」と話し

ていました。

　６月16日、垂水の里の園庭で上土沢竹灯籠の

会（岡田周一代表：上土沢）が1,100本の竹灯

籠を設置しました。

　これは、竹灯籠作りを始めて３年になる上土

沢竹灯籠の会が、皆さんを喜ばせたいという思

いから村内の福祉施設に開催を呼びかけたこと

で実現しました。また、さらにこの日は、篠笛

奏者の田村優子さん（平内新）による篠笛演奏

も行われ、近隣施設の利用者や地元住民など約

80人が集まり、夕暮れ時の園庭に灯る竹灯籠

のあかりと篠笛の音色に包まれながら、初夏の

ひとときを過ごしました。

　岡田代表は、「施設にご理解をいただき、利

用者のみなさんに喜んでもらえて本当にうれし

かった。いつか、１万本くらいの大規模でやっ

て、もっと多くの人を笑顔にしたい」と話して

いました。

喫煙者のマナー向上を！上土沢竹灯篭と篠笛の調べ
～ たばこ販売協同組合関川地区 ～〜 特別養護老人ホーム垂水の里 〜
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